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山
やまぐち

口朋
ともふみ

文 議員
（改革推進クラブ）

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

　
森
林
バ
ン
ク
制
度
の
設
立

　
　

仲
介
役
の
役
割
に
重
点

伐採した後の山林 ( 松尾地区）

区
画
線
管
理
と
安
全
対
策
を

優
先
順
位
を
つ
け
更
新
工
事

問　
市
内
で
劣
化
が
進
み
消
失

も
み
ら
れ
る
区
画
線
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
安
全
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

市
長　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市

民
か
ら
の
情
報
に
よ
り
状
況
を

確
認
し
て
い
る
。
交
通
量
や
学

校
周
辺
な
ど
を
考
慮
し
、
継
続

的
に
更
新
工
事
を
進
め
る
。

問　
区
画
線
の
更
新
状
況
は
。

ま
た
、
追
い
越
し
禁
止
を
示
す

黄
色
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
公
安
委
員
会
と
の
連
携
は
。

建
設
課
長　
区
画
線
更
新
事
業

費
は
令
和
７
年
度
は
３
１
３
１

万
円
ま
で
増
額
。
黄
色
セ
ン
タ

ー
ラ
イ
ン
は
警
察
へ
情
報
提
供

し
改
善
を
要
望
し
て
い
く
。

問　
学
校
周
辺
や
交
通
量
の
多

い
路
線
で
は
、
区
画
線
の
劣
化

が
安
全
面
に
大
き
く
影
響
す
る
。

優
先
的
な
整
備
を
求
め
る
。

建
設
課
長　
交
通
量
や
周
辺
施

設
の
状
況
を
踏
ま
え
優
先
順
位

を
決
定
し
て
い
る
。
市
道
松
尾

線
な
ど
に
つ
い
て
は
今
年
度
更

新
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

投
票
環
境
の
整
備

問　
投
票
率
低
下
に
つ
い
て
、

年
代
に
よ
る
投
票
率
の
差
を
ど

う
捉
え
分
析
し
て
い
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

年
代
別
で
は
60
～
70
代
が
高
く
、

20
～
30
代
の
投
票
率
が
低
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

問　
若
年
層
や
現
役
世
代
の
投

票
率
向
上
の
た
め
、
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
年
代
別
利
用
傾
向
を
活
か
し

、
現
役
世
代
へ
情
報
発
信
を
強

化
し
て
は
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
他
自
治
体
の

事
例
を
研
究
し
、
活
用
の
可
能

性
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
市
内
の
新
規
大
型
太
陽
光

発
電
計
画
は
何
カ
所
あ
る
か
。

市
長　
事
前
協
議
済
計
画
４
件
、

許
可
済
計
画
２
件
あ
る
中
、
大

型
施
設
は
３
件
。

問　
持
続
的
林
業
経
営
の
た
め

個
人
で
経
営
す
る
に
は
限
界
が

あ
る
と
思
う
。
森
林
バ
ン
ク
制

度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　
国
が
進
め
る
森
林
経
営

管
理
制
度
の
運
用
に
向
け
森
林

所
有
者
へ
意
向
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ

使
い
方
冊
子
配
布
は

問　

市
政
の
広
報
告
知
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下
ス
マ
ホ
）

で
確
認
で
き
る
が
、
使
い
こ
な

せ
る
人
と
苦
手
な
人
の
差
を
解

消
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
岐

阜
市
が
配
布
し
て
い
る
ス
マ
ホ

の
使
い
方
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
八

幡
平
市
版
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　
岐
阜
市
の
事
例
を
参
考

に
、
皆
さ
ま
が
デ
ジ
タ
ル
化
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係

各
課
と
連
携
し
検
討
す
る
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
バ
ル

ク
導
入
の
検
討
は

問　
防
災
・
危
機
管
理
に
お
い

て
災
害
時
、
停
電
の
長
期
化
が

大
き
な
問
題
と
な
る
。
平
時
と

非
常
時
に
活
用
で
き
、
耐
震
性

安
全
性
に
優
れ
、
建
設
に
補
助

金
活
用
で
経
費
の
半
額
が
軽
減

で
き
る
こ
の
取
り
組
み
を
統
合

中
学
校
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

平
成
２６
年
に
荒
屋
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
同
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
今
後
統

合
中
学
校
の
建
設
に
向
け
た
計

画
を
す
る
際
に
判
断
し
た
い
。劣化で消失したセンターライン

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

地
域
の
宝　
郷
土
芸
能
団
体

発
表
・
継
続
・
復
活
を
支
援

問　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

は
19
件
、
旧
３
町
村
別
で
は
西

根
町
８
件
、
松
尾
村
３
件
、
安

代
町
８
件
で
あ
る
。
少
子
高
齢

化
や
地
域
活
動
の
停
滞
な
ど
で

後
継
者
が
不
足
し
活
動
・
伝
承

が
難
し
い
団
体
が
多
数
あ
る
。

「
地
域
の
宝
」
郷
土
芸
能
の
存

亡
の
機
で
あ
る
。
支
援
策
は
。

市
長　
議
員
提
案
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

15
本
制
作
し
伝
承
活
動
や
学
習

教
材
に
活
用
し
て
い
る
。
各
団

体
と
の
情
報
交
換
会
を
再
開
し
、

実
態
調
査
す
る
。
発
表
の
機
会

拡
充
や
継
承
を
広
く
支
援
す
る
。

教
育
長　
児
童
生
徒
が
文
化
や

伝
統
を
体
験
し
地
域
へ
の
愛
着

を
深
め
る
よ
う
育
成
に
務
め
る
。

市
議
選
挙
の
投
票
率

問　
4
月
26
日
執
行
の
市
議
選

は
初
の
女
性
議
員
誕
生
か
と
盛

り
上
が
っ
た
が
58
％
の
投
票
率

で
過
去
最
低
で
あ
っ
た
。
投
票

バ
ス
巡
回
な
ど
環
境
整
備
に
務

め
て
い
る
が
全
体
の
投
票
率
向

上
に
結
び
つ
か
な
い
。
評
価
は
。

選
管
委
員
長　
投
票
率
は
西
根

地
区
56
％
、
松
尾
地
区
59
％
、

安
代
地
区
66
％
で
あ
る
。
選
挙

の
争
点
、
顔
ぶ
れ
な
ど
が
投
票

率
に
影
響
す
る
が
、
全
国
的
に

低
落
傾
向
で
あ
る
。
市
民
の
政

治
へ
の
関
心
と
主
権
者
教
育
が

大
切
で
あ
る
。
子
ど
も
議
会
は

政
治
学
習
の
よ
い
機
会
で
あ
る
。

問　
「
馬
を
水
辺
に
連
れ
て
行

く
こ
と
は
で
き
る
が
水
を
飲
ま

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
。
投
票
行
動
に

結
び
つ
く
よ
う
な
市
勢
見
学
や

郷
土
愛
を
育
む
教
育
の
考
え
は
。

企
画
総
務
部
長　
コ
ミ
セ
ン
活

動
な
ど
を
通
じ
地
域
の
現
状
を

学
習
し
主
権
者
教
育
に
つ
な
ぐ
。

支援が望まれる大石平念仏剣舞
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工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
　（無会派）

４
０
０
億
円
の
財
源
確
保
は

　

各
種
基
金
と
起
債
で
確
保

第３次総合計画を進める八幡平市

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
市
場
調
査

　

３
事
業
者
か
ら
参
加
希
望

休業中の岩手山焼走り国際交流村

問　
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流

村
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
の
目
的
と
夏
の
施
設
の
一

部
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
同
調
査
は
、
施
設
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
公
募
前
に
民

間
事
業
者
か
ら
広
く
提
案
を
求

め
る
対
話
手
法
で
あ
る
。
現
在

３
事
業
者
か
ら
参
加
希
望
が
あ

り
、
夏
の
間
に
実
際
の
施
設
を

お
試
し
で
活
用
す
る
「
ト
ラ
イ

ア
ル
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
も
調

整
中
で
あ
る
。
活
用
の
応
募
が

な
い
場
合
で
も
７
月
１
日
の
山

開
き
に
合
わ
せ
て
ト
イ
レ
な
ど

を
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、

登
山
者
の
利
便
性
を
確
保
す
る
。

問　
中
長
期
的
な
視
点
で
の
エ

リ
ア
運
営
や
指
定
管
理
者
の
公

募
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長　
市
直
営
は
困
難
で
あ
る

が
、
エ
リ
ア
一
体
の
安
定
経
営

と
集
客
を
進
め
る
た
め
、
過
去

の
事
例
に
と
ら
わ
れ
ず
中
長
期

的
な
視
点
で
運
営
を
検
討
す
る
。

将
来
的
に
指
定
管
理
者
を
公
募

す
る
際
は
、
要
件
を
満
た
す
あ

ら
ゆ
る
団
体
に
応
募
の
機
会
を

開
い
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

問　
資
材
価
格
の
高
騰
に
対
す

る
市
独
自
の
支
援
や
、
減
少
が

続
く
中
小
農
家
へ
の
対
応
策
は
。

市
長　
中
東
情
勢
な
ど
の
影
響

で
一
部
資
材
の
納
入
が
滞
っ
て

い
る
が
、
農
協
の
早
期
発
注
に

よ
り
本
年
分
は
確
保
し
て
い
る
。

国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
た
畜

産
向
け
の
飼
料
高
騰
対
策
を
実

施
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
た

支
援
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
担

い
手
確
保
の
た
め
、
市
単
独
事

業
で
機
械
導
入
や
新
規
就
農
へ

の
研
修
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

問　
第
３
次
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
が
今
年
度
か
ら
始
ま
る
。

市
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
、
若

い
人
た
ち
の
転
出
を
い
か
に
減

ら
し
て
い
く
か
、
市
長
施
政
方

針
演
述
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
若
者
向
け
の
住
宅
団
地

の
整
備
に
は
、
今
年
度
全
く
予

算
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
。

市
長　
若
い
方
々
の
転
出
を
防

ぎ
定
住
を
増
や
す
に
は
、
若
い

方
々
の
雇
用
の
場
確
保
を
最
優

先
に
し
た
い
。
住
宅
団
地
の
確

保
も
同
時
進
行
だ
と
財
政
的
に

厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
新
た
な
企
業
誘
致
の
促
進

が
必
要
と
し
て
、
Ｇ
Ｘ
産
業
団

地
の
整
備
を
進
め
る
と
し
て
い

る
が
。

産
業
建
設
部
長　
地
熱
発
電
な

ど
の
脱
炭
素
電
源
を
活
用
し
た

Ｇ
Ｘ
戦
略
地
域
と
し
て
、
国
か

ら
認
め
ら
れ
る
と
、
建
物
や
機

械
設
備
な
ど
の
整
備
に
対
す
る

支
援
が
国
か
ら
受
け
ら
れ
る
。

国
は
５
年
間
で
２
１
０
０
億
円

の
債
務
負
担
と
し
て
予
算
措
置

を
し
、
立
地
し
て
く
る
企
業
に

も
建
物
や
機
械
設
備
に
対
し
て

強
力
な
支
援
が
で
き
る
。

問　
前
期
基
本
計
画
の
総
計
画

額
は
４
０
０
億
円
を
超
え
過
去

最
高
額
と
な
っ
て
い
る
。
財
政

調
整
基
金
残
高
は
約
１７
億
円
し

か
な
く
、
賄
え
る
の
か
。

市
長　
他
の
基
金
も
活
用
す
る

し
、
有
利
な
起
債
も
使
う
。

問　
４
０
０
億
円
の
事
業
を
進

め
る
た
め
、
補
助
金
、
経
常
経

費
を
見
直
す
と
あ
る
が
。

市
長　
市
民
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ

て
く
る
。
補
助
金
の
一
部
で
減

額
に
な
る
可
能
性
も
出
て
く
る

こ
と
も
あ
る
が
、
市
民
福
祉
の

向
上
は
目
指
し
て
い
く
。

鈴
す ず き

木絵
え み

美 議員
（八起会）

柏
台
保
育
所
閉
所
に
つ
い
て

　
　
　

改
め
て
方
針
を
検
討

問　
令
和
９
年
度
閉
所
に
つ
い

て
、
方
針
そ
の
も
の
を
含
め
て
、

改
め
て
検
討
す
る
考
え
は
。

市
長　
説
明
が
急
で
不
安
を
与

え
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

議
論
が
庁
内
の
み
で
保
護
者
の

意
見
を
伺
う
機
会
が
な
か
っ
た
。

閉
所
時
期
も
含
め
、
意
見
交
換

を
重
ね
、
早
急
に
結
論
を
出
す
。

問　
保
育
所
は
就
労
を
支
え
る

基
盤
。
閉
所
方
針
の
決
定
前
に

保
護
者
の
意
向
は
確
認
し
た
か
。

福
祉
部
長　
事
前
の
意
向
聴
取

は
不
十
分
で
一
方
的
な
伝
達
と

な
っ
た
。 
署
名
や
鈴
木
議
員

の
行
っ
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

改
め
て
方
針
を
検
討
す
る
。

オ
ー
プ
ン
前
の
８
テ

ラ
ス
情
報

問　
施
設
の
魅
力
周
知
と
利
用

促
進
に
向
け
た
計
画
は
。

市
長　
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
、
移
動
型
お
も
ち
ゃ
美
術

館
設
置
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て

世
代
へ
継
続
的
に
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、
期
待
感
を
高
め
て
い
く
。

問　
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

む
「
読
書
お
も
い
で
帳
（
読
書

通
帳
）」
の
導
入
は
。

教
育
次
長　
新
図
書
館
シ
ス
テ

ム
に
導
入
。
専
用
デ
ザ
イ
ン
の

通
帳
を
作
成
し
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
な
ど
で
幼
児
に
贈
呈
。

親
子
で
の
読
書
習
慣
に
つ
な
げ

て
い
け
る
と
期
待
し
て
い
る
。

問　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

と
駐
車
場
か
ら
の
安
全
対
策
は
。

市
長　
カ
ラ
ー
舗
装
に
よ
る
視

線
誘
導
標
設
置
、
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
遊
べ
る
遊
具

の
導
入
な
ど
、
館
内
の
デ
ザ
イ

ン
を
含
め
て
、
誰
も
が
安
全
に

利
用
で
き
る
設
計
を
徹
底
し
た
。

閉所方針が示された柏台保育所
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交付された政務活動費がどのように
使われたのかをお知らせします。
※各QRコードを読み取ることで、
より詳細な内容を確認できます。
※パソコンで閲覧する方は、市ホー
ムページの市議会ページ、「情報公
開と広報活動」の政務活動費からご
覧いただけます。

政務活動費収支報告（50音順）

１人月２万円
その使い道は

井上辰男議員(八起会)　　　　　　

交付額　　  240,000円

北口　功議員（無会派) 勝又安正議員（八起会)
交付額　　  2４0,000円

工藤多弘議員（松西会)
交付額　　　240,000円交付額　　　240,000円 交付額　　　240,000円

熊澤　博議員（自由クラブ)
交付額　　  240,000円

齊藤隆雄議員（日本共産党)
交付額　　  24０，０００円

返還額　         
124,610円

交付額　　  220,000円

返還額　         
179,630円

返還額　         
4,036円

返還額　         
0円

返還額
124,610円

返還額　         
26,367　円

返還額　         
０円

関　　治人議員（八起会)
交付額　　　240,000円

調査研究費　　　114,640円
　資料購入費　　　　　　　1,420円
　事務所費　　　　　　　　　　　750円

資料購入費   　　 40,370円 調査研究費　　　114,640円
　事務所費　　　　　　　　　　　750円

　調査研究費　　　　　216,774円
　広  報  費　　　　 　17,770円
　資料購入費　　　　　　　1,420円

調査研究費　　114,640円
　事務所費　　　　　　　　　　750円

調査研究費　　　213,633円調査研究費　　114,640円
　研　修　費　　　　　　110,320円
　資料購入費　　　　　15,770円
　事務所費　　　　　　　　　　750円

調査研究費　　 204,860円
広　報　費　 　113,415円

返還額　         
　123,190円

工藤直道議員(自由クラブ)工藤隆一議員（八起会)

調査研究費　　　213,303円
　広　　報　　費　　　　　　34,050円
　資料購入費　　　　　　　1,420円

返還額
0円

田
た む ら

村正
まさもと

元 議員
（八起会）

建
設
費
約
54
億
の
市
負
担
額

現
時
点
試
算
で
10
億
円
程
度

さまざまな課題がある建設予定地

問　
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
、

保
護
者
、
住
民
の
説
明
会
で
示

さ
れ
た
約
５４
億
円
の
建
設
費
に

つ
い
て
、
一
般
財
源
、
国
県
支

出
金
、
市
債
、
基
金
の
内
訳
は

現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
の
か
。

企
画
総
務
部
長　
内
訳
は
公
立

学
校
施
設
整
備
費
負
担
金(

国

の
補
助
金)

を
30
％
か
ら
50
％

と
想
定
し
て
お
り
、
残
り
に
つ

い
て
は
、
学
校
教
育
施
設
等

整
備
事
業
債(

交
付
税
措
置
の

あ
る
借
金)
を
検
討
し
て
い
る
。

工
事
費
該
当
年
度
で
は
３
億
前

後
の
負
担
と
合
わ
せ
て
、
10
億

円
前
後
が
一
般
財
源
に
な
る
と

想
定
し
て
い
る
。

校
長
会
議
な
ど
周
知

問　
６
月
15
日
の
国
会
に
お
い

て
、
日
本
教
職
員
組
合
の
組
織

議
員
か
ら
、
自
衛
隊
に
入
隊
す

る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
差
別

す
る
発
言
が
あ
っ
た
が
、
八
幡

平
市
の
教
職
員
も
同
様
の
考
え

で
教
育
し
て
い
る
の
か
。

教
育
指
導
課
長　
そ
の
よ
う
な

実
態
は
な
い
が
、
仕
事
に
対
し

て
の
公
平
・
公
正
な
考
え
を
改

め
て
校
長
会
議
な
ど
で
周
知
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
状
確
認
し
て
検
討

問　
松
尾
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
田
山
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
は
維
持
費
の
負
担
が

さ
れ
て
い
る
が
、
市
総
合
運
動

公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
は
負

担
が
な
い
の
は
、
不
公
平
で
は

な
い
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
現
状
の

使
用
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議会の動き
（令和８年４月16日～７月７日)

４月

▲

16日　議会広聴広報常任委員会

▲

28日　岩手県後期高齢者医療広域連合監
　　　　査(例月現金出納検査）、盛岡広
　　　　域環境組合監査（例月現金出納検
　　　　査）

５月

▲

７日　会派代表者会議、事務連絡会議、

▲

11日　会派代表者会議

▲

12日　令和８年第２回臨時会　（～13日）、
　　　　議員全員協議会

▲

13日　総務教育常任委員会、産業民生常
　　　　任委員会、議会広聴広報常任委員
　　　　会、議会運営委員会、市政調査会
　　　　総会

▲

19日　総務教育常任委員会協議会

▲

20日　産業民生常任委員会協議会

６月 

▲

3日　盛岡広域環境組合議会議員全員                  
                 協議会、臨時会

▲

8日　議会運営委員会

▲
12日　議会改革推進会議議員研修会

▲
15日　令和８年第２回定例会（～23日） 、

　　　　 議会広聴広報常任 委員会

▲

16日　産業民生常任委員会

▲

17日　総務教育常任委員会

▲

19日　議会改革推進会議

▲

23日　議員全員協議会、議会運営委員会

▲

26日　議会広聴広報常任委員会

▲

29日　盛岡広域環境組合監査（例月現金
                      出納検査）

７月

▲

1日　岩手県後期高齢者医療広域連合議
　　　　 会全員協議会、臨時会、議員研修
                      会

▲

7日　議会広聴広報常任委員会

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

　　


